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Abstract: 感情表現は，説得において自分の意見を相手に受諾させる手段として効果的であるこ
とが知られている．そこで本研究では，ロボットによる感情音声を用いた効果的な説得を目指して，
感情表現を含む説得応答文コーパスを収集した．具体的には，既存の感情対話コーパスに対して，同
じ文脈で異なる感情ラベルを持つ感情表現を付与した．これにより，様々な文脈でシステムの感情状
態に応じて応答選択を行うことができるようになる．また，ベースラインシステムの構築を行った．

1 はじめに

説得対話とは，説得者が相手に意図した行動を取ら
せることを目的とした対話である．例えば，販売員が
顧客に商品の購入を勧めたり，親が子供に生活指導を
したりする場面が考えられる．近年，Captorogy[1]と
呼ばれる，ロボットによるユーザの行動変容に関する
研究分野が確立されつつあり，説得においてもロボッ
トの有用性が期待される．
人間同士の説得や交渉では，様々な感情表現が有効
である [2]．例えば，「怒り」を表現して主張を強め譲歩
を促したり [4]，ポジティブな感情を表現して協調的な
姿勢を見せること [5] が説得力を向上させることが知
られている．そのため，音声対話ロボットにおいても
人間と同様に，感情表現を用いながら説得を行うこと
ことで効果的な説得が可能であると考えられる．
石川ら [3]はロボットとユーザ間の感情説得対話コー
パスを収集し，発話文に付与した感情ラベルを用いて
ロボットの感情状態遷移を行う説得対話ロボットを構
築した．このようにロボット側に感情状態を持たせる
場合，ロボットが保持している感情をユーザに伝達す
ることが必要である．この際，テキストでなく音声や
ジェスチャーなどの様々なモーダルを用いることで，効
果的に感情状態を表現することができると考えられる．
そこで本研究では，ロボットによる説得の中でより効
率的に感情状態を用いるため，感情音声やジェスチャー
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を用いることを提案する．このため，既存の説得対話
コーパスをベースとして感情表現ごとの拡張・収録を
行い，これを用いたベースラインシステムを構築した．

2 感情付き説得対話コーパスの収集

石川らが収集した感情ラベル付き対話コーパス [3]は，
作成された対話シナリオに感情ラベルを付与したもの
である．このため，感情ラベルに偏りがあり，意図し
た感情を表現しつつ対話の文脈に沿った応答を行うこ
とが困難という問題があった．そこで様々な文脈に応
じていずれの感情表現も行うことができるよう拡張を
行う．具体的には，石川らのコーパス中の発話に対し
て既に付与されているラベル以外の感情で言い換える
応答文の収集を行った．
コーパスの発話文は 3人のアノテータによって 5種
類の感情ラベル (平静 ·怒り ·悲しみ ·喜び ·安心)が付
与されている．本研究では，「運動を促す」説得ドメイ
ンのみを用いる．また，「安心」は全体の 3.81%と割合
が低く「平静」と区別をつけづらいことから，「平静」
と同様に扱う．応答文に伏字を含むものや無言のみの
発話である場合，ラベル付けが 3人とも異なる場合の
発話ペアは除外した．
収集方法は，クラウドソーシングを用いて応答文を
別の感情表現に変化させる作業を依頼した．この際，ロ
ボットの元発話文，その前のユーザ発話，さらに前の
ロボットの発話を表示することで，文脈に対して適切
な応答の収集を行った．表 1に示す発話数の合計 1,839



表 1: 収集前コーパスの感情ラベル毎の発話ペア数
平静 怒り 悲しみ 喜び 合計
774 320 392 353 1839

図 1: 感情の図 (軸で区切られた空間を 1つの感情とす
る．「平静」は中心のどの感情とも捉えられない部分．)

の対話履歴に対する応答文に対して，3感情分 (既存の
感情ラベル以外の感情) の新たな応答文の収集を行っ
た．収集の際は，Russell[6]の円環モデルを基にして定
義した図 1を提示し，応答文生成における優先順位を
以下のように提示した．

1. 対話履歴に沿った応答文である
2. 指示感情を表現した応答文である
3. 説得を効果的に行うための応答文である

収集した対話例を表 2に示す．
感情音声収録は，収集した応答文の読み上げによっ
て行う予定である．この際，人間の発話ではなくロボッ
トに行わせる発話として自然な音声の収録を行う．

3 ベースラインシステムの構築

作成したコーパス中の用例をそのまま用いて応答を
行うベースラインシステムを構築した．応答文の検索
方法は，入力発話文と意味の近い対話履歴に対応する
応答文の検索を行う (図 2)．発話同士の意味の近さは，
SNSのコーパスによる学習済み BERTモデル [7]を用
いて文ベクトルを取得し，それらの類似度計算によっ
て算出した．

4 まとめ

本稿では，既存の説得対話コーパスを基にした感情
毎の応答文収集とベースラインシステムの構築を行っ
た．今後は感情音声収録を行い，音声によって感情表
現を行う説得対話システムを構築し，感情伝達精度と
説得効果について評価を行う予定である．

表 2: 収集した感情毎のロボット応答例 (コーパス中の
ロボットの応答文が「平静」ラベル付きである場合)

提示した対話履歴と変化させる応答文
ロボット 君，運動不足気味だから外でジョギングしようよ．
ユーザ えー，疲れるからいやだなー．
応答文 でもね，君，身体を動かさないと太っちゃうよ．
(平静)

収集した応答文
怒り でも体を動かさないと太っちゃうでしょ．
悲しみ でも · · · 君は体を動かさないと

もっと太っちゃうよ · · · それでもいいの?

喜び 疲れるということは運動不足が
解消されるということですね!

図 2: ベースラインシステムの概要図
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